
 

 

 

 

フィギュアスケート・宮原知子選手 

平昌オリンピック凱旋報告会を開催  

3 月 8 日（木）、平昌オリンピック・女子フィギュアスケートに出場し、会心の演技で見事 4 位入賞
を果たした本学体育会アイススケート部の宮原知子選手（文学部 2 年次生）の凱旋報告会を、      
千里山キャンパスにて開催しました。 

～宮原選手コメント～ 

「「行くだけでは意味がない。自分の全てを出すんだ」という  

気持ちで臨んだ初めての五輪。その舞台は想像以上に楽しくて、

緊張よりもワクワクを感じながら滑ることができた。結果、自己

ベストも更新することができ、「自分のやるべきことはできたか

な」という気持ち。すごく嬉しかったし、支えてくれたすべての

人に感謝している。今回の経験は自信にもなったし、もっと自信

を持っていいんだと感じることもできた。五輪の演技を底辺にし

て、さらに高みをめざして世界選手権以降も頑張っていきたい」。 

 

～報告会での一場面～ 

芝井敬司学長からのサプライズで、「力と勇気を与えてくれた、本当に

素晴らしい演技だった。全員の総意としてプレゼントを用意しました」と、

オリジナル金メダルが贈呈されるシーンもありました。（右写真） 

 

■ 宮原 知子（みやはら さとこ）プロフィール 

1998 年 3 月 26 日生まれ。京都府出身。2016 年 4 月関西大学文学部に入学。現在 2 年次生。主な成績

に、平昌オリンピック 4 位、全日本選手権優勝（2014～2017 年）、世界選手権 2 位（2015 年）、グランプ

リファイナル 2 位（2015、2016 年）など。日本のフィギュアスケート界を牽引するトップスケーター。 

 

■ 平昌オリンピック大会結果 

＜団体＞ショートプログラム：68.95 点（4 位） 

＜個人＞ショートプログラム：75.94 点〔PB〕 

フリースケーティング：146.44 点〔PB〕 

    トータルスコア：222.38 点〔PB〕（4 位） 
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笑顔で五輪を振り返る宮原知子選手 


